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正
副
委
員
長
と
も
に
留
任

　　

@
研
修
会
、
九
月
初
旬
開
催
へ

　
五
十
九
年
度
第
一
回
同
和
委
員
会
が
、
去
る

四
月
二
十
日
午
後
一
時
か
ら
真
宗
大
谷
派
の
会

議
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
委
員
改
選
後
、
初
め
て
の
会
と
い
う
こ
と
で
，

先
ず
各
平
貝
の
自
己
紹
介
が
な
さ
れ
、
議
事
に

入
っ
た
。

一、

ﾏ
員
長
・
副
委
貝
長
選
出
に
つ
い
て

　
今
後
の
諸
々
の
問
題
を
鑑
み
、
委
貝
長
に
鷲

山
諦
住
、
副
委
員
長
に
藪
光
龍
、
蓮
池
瑞
旭
、

中
村
秀
雄
の
前
委
貝
長
、
副
委
員
長
の
留
任
が

決
定
し
た
。

二
、
本
年
度
の
推
進
計
画
に
つ
い
て

①
委
員
会
に
つ
い
て

　
現
七
回
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
九
回

と
し
、
そ
の
う
ち
の
二
回
を
、
各
宗
派
内
局
者

と
の
懇
談
会
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

②
現
地
学
習
会
に
つ
い
て

　
委
員
会
で
は
、
実
際
に
目
で
見
る
学
習
と
し

て
、
昨
年
よ
り
、
　
「
現
地
学
習
会
」
を
委
貝
の

研
修
と
し
て
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
も
、
六
月

十
二
、
十
三
の
両
日
、
京
都
周
辺
で
開
催
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

③
同
和
研
修
会
に
つ
い
て

　
本
年
は
、
永
平
寺
を
会
場
に
、
九
月
初
旬
開

催
の
方
向
で
交
渉
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

④
第
三
＋
一
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
本
年
は
、
十
月
二
十
五
日
に
浄
土
宗
総
本
山

知
恩
院
「
和
順
会
館
」
に
て
開
催
す
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
る
が
同
和
委
員
会
と
し
て
、
啓
発

活
動
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

⑤
啓
蒙
資
料
作
成
に
つ
い
て

　
本
年
か
ら
全
仏
誌
に
、
「
同
和
推
進
に
向
け

て
」
と
い
う
テ
：
マ
で
、
各
同
和
委
員
に
原
稿

を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
第
二
回
同
和
委
豪
酒
は
、
五
月
十
一

日
、
高
野
山
真
言
宗
宗
務
所
に
お
い
て
、
「
高
野

山
真
言
宗
差
別
戒
名
追
善
法
要
」
の
後
、
開
催

さ
れ
た
。

一、

ｯ
和
現
地
学
習
会
に
つ
い
て

　
六
月
十
二
、
十
三
の
両
日
、
京
都
府
船
井
郡

で
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

二
、
同
和
研
修
会
に
つ
い
て

　
九
月
上
旬
開
催
予
定
で
永
平
寺
と
交
渉
し
た

が
、
会
場
の
調
整
が
つ
か
ず
、
十
月
初
旬
の
予

定
で
再
度
交
渉
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
、
全
仏
誌
の
原
稿
に
つ
い
て

　
「
同
和
推
進
に
向
け
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

だ
が
、
各
号
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
執
筆
者
が
き

ま
っ
た
。

事
務
総
局
機
構
検
討

委
員
会
　
　
四
項
目
を
確
認

　
第
四
回
事
務
総
局
機
構
検
討
委
員
会
は
、
四

月
二
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
真
宗
大
谷
派
の
会

議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
議
題
に
入
る
前
に
、
豊
田
英
世
師
を
全
仏
旧

職
貝
の
中
か
ら
推
薦
す
る
委
員
に
委
嘱
し
た
い

と
い
う
提
案
が
了
解
さ
れ
た
。

　
事
務
総
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
料
に
基
き
、

質
疑
応
答
、
意
見
交
換
の
後
、
以
下
の
点
を
確

認
し
た
。

①
理
事
会
と
の
関
係
に
お
け
る
事
務
総
局
の

権
限
に
関
し
て
は
、
現
行
の
寄
附
行
為
に
お
け

る
も
の
と
す
る
。
即
ち
、
事
務
総
局
の
業
務
の

範
囲
は
理
事
会
決
定
を
こ
え
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。

　
②
職
員
給
与
の
宗
派
負
担
の
可
能
性
が
極
め

て
少
い
現
状
で
は
、
全
職
員
常
勤
を
好
ま
し
い

も
の
と
す
る
が
、
現
状
の
負
担
金
の
範
囲
内
で

．
事
務
総
局
の
構
成
を
検
討
す
る
。
　
　
・

　
③
理
事
会
、
常
務
理
事
会
に
関
し
て
は
、
執

行
機
能
を
も
っ
と
発
揮
で
き
る
事
務
総
局
と
の

組
織
上
の
関
連
性
を
新
た
に
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。
　
④
最
終
答
申
を
理
事
長
に
提
出
す
る
前
に
、

理
事
会
と
の
懇
談
会
を
も
つ
も
の
と
す
る
。

　
ま
た
五
月
三
十
日
の
理
事
会
へ
は
、
鎌
原
委

員
長
が
出
席
し
て
理
事
会
へ
の
要
望
、
確
認
事

項
を
含
め
て
、
経
過
報
告
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

全
課
理
事
会
ひ
ら
く

　　

@　
@　

@
決
算
、
事
業
報
告
を
審
議

　
全
仏
の
理
事
会
は
、
五
月
三
十
日
午
後
一
時

か
ら
、
か
ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

昭
和
五
十
八
年
度
の
事
業
報
告
、
歳
入
歳
出
決

算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
（
詳
細
は
次
号
）

　
　
　
…
事
業
報
告
…

総
務
局
－
庶
務
部

45

6　1311　9　6

常
務
理
事
会

総
持
寺
晋
山
式
・
茶
匙
式
参
列

高
野
山
真
言
宗
訪
問

観
桜
会
出
席

監
査
会

　　　　　10　9　　　9　8　　　7　　　7

1812518415282521202726
理
事
会

宗
務
課
7
0
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー
出
席

文
化
庁
宗
務
課
と
懇
談
会

野
村
宗
春
師
本
葬
参
列

白
川
良
純
先
生
を
囲
む
会
出
席

包
括
法
人
管
理
者
研
究
協
議
会

常
務
理
事
会

東
京
都
慰
霊
協
会
秋
季
法
要
供
花

醍
醐
派
管
長
喜
寿
祝
賀
会

本
願
寺
派
全
戦
没
者
追
悼
法
要
参
列

御
室
派
管
長
晋
山
式
参
列

南
禅
寺
派
宗
務
総
長
本
葬
儀
弔
電

聖
観
音
宗
管
長
晋
山
式
参
列
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63126252319171319
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・
ー
ム

　
　
7
・
～
9

　
　
1
0

　
　
1
3
～

　
　
2
6

◎
事
務
総
局
機
構
検
討
委
貝
会

＠
日
本
宗
教
連
盟

　
　
理
事
会

　
　
税
制
特
別
委
貝
会

◎
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会
関
係

　
　
日
本
委
員
会
等
（
九
回
）
出
席

　
総
務
局
1
財
務
部

5
」
6
監
査
会

智
山
派
管
長
晋
山
式
参
列

会
長
、
副
会
長
推
戴
委
員
会

大
本
教
合
同
礼
拝
式
出
席

K
B
K
K
1
5
周
年
式
典
出
席

理
事
会
・
常
務
理
事
会

浄
土
宗
々
務
庁
訪
問

東
京
都
仏
成
道
会
参
列

ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
成
道
会
参
列

新
潟
県
仏
名
鑑
刊
行
記
念
会
出
席

茨
城
県
仏
会
長
本
葬
儀
弔
電

天
台
寺
門
宗
管
長
本
葬
儀
弔
電

越
前
四
派
訪
問

宮
本
正
尊
師
本
葬
参
列

包
括
法
人
管
理
者
研
究
協
議
会

文
化
時
報
祝
賀
会
出
席

天
台
真
盛
宗
宗
務
総
長
本
葬
儀
弔
電

自
民
党
大
会
出
席

浄
土
三
々
務
庁
訪
問

常
務
理
事
会

埼
玉
県
仏
会
長
本
葬
儀
弔
電

藤
前
東
時
副
会
長
本
葬
参
列

川
崎
大
師
五
重
塔
落
慶
式
参
列

　
　
会
長
・
副
会
長
へ
御
挨
拶

東
京
都
慰
霊
協
会
春
季
法
要
供
花

15

@
会
長
、
副
会
長
へ
御
挨
拶

和
宗
管
長
晋
山
式
参
列

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
回
）
開
催

　
　
　
（
日
宗
連
）
関
係

　
（
九
回
）
、
幹
事
会
（
十
一
回
）
、

　
　
　
　
　
（
四
回
）
出
席

10

E
1
2
　
関
西
地
区
財
務
担
当
者
会
議

　
　
1
9
　
関
東
地
区
財
務
担
当
者
会
議

　
総
務
局
－
時
局
対
策
部
．

6　5

3016
32112　11109　 87
7176162825112826430

＠
税
務
委
員
会
（
五
回
）
、

回
）
開
催

◎
毎
月
二
回
法
律
相
談
室

組
織
局
－
組
織
部

8　　　　 7　　6　　 54
33026256520923025922

豊
山
派
幼
稚
園
税
務
講
習
講
師
派
遣

財
務
書
類
の
手
引
書
1
1
1
送
付

日
本
海
中
部
地
震
救
援
物
資
送
付

埼
玉
県
仏
税
務
講
習
会
講
師
派
遣

日
本
海
中
部
地
震
救
援
物
資
送
付

山
陰
豪
雨
救
援
物
資
送
付

自
民
党
政
調
会
税
調
へ
要
望
書
提
出

山
陰
豪
雨
救
援
物
資
送
付

財
務
書
類
の
手
引
書
m
送
付

三
宅
島
災
害
救
援
物
資
送
付

三
宅
島
災
害
救
援
物
資
送
付
．

宗
政
研
と
の
懇
談
会
出
席

長
岡
市
仏
税
務
講
習
会
講
師
派
遣

中
国
残
留
孤
児
早
期
解
決
大
会
出
席

　
　
　
　
　
　
税
務
小
委
員
会
（
四

組
織
専
門
委
貝
会

第
3
0
回
全
仏
大
会
準
備
委
員
会

大
会
小
委
員
会

奈
良
長
谷
市
同
和
現
地
学
習
二

大
会
打
合
せ
会

大
会
小
三
色
会

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

大
会
打
合
せ
会

千
葉
県
仏
理
事
会
出
席

大
会
幹
事
会

2
　
同
和
研
修
会
打
合
せ

埼
玉
県
仏
罰
部
長
会
出
席

静
岡
県
仏
教
徒
会
議

　
　
1
9
　
大
会
幹
事
会

9
・
1
　
世
界
人
権
宣
言
3
5
周
年
記
念
大
会

　
　
8
　
大
会
幹
事
会

　
　
1
3
～
1
4
　
第
3
回
同
和
研
修
会

10

@
1
1
　
第
6
回
埼
玉
県
仏
教
徒
大
会

　
　
1
3
　
大
会
宣
言
文
起
草
委
員
会

　
　
1
4
　
大
会
幹
事
会

　
　
1
9
　
第
2
回
高
野
山
真
言
宗
糾
弾
会
出
席

　
　
2
6
　
都
道
府
県
仏
代
表
者
会
議

　
　
2
7
　
第
3
0
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
　
2
8
　
大
会
記
念
弁
論
大
会

　
　
2
9
　
長
野
県
仏
教
徒
大
会

11

@
2
1
　
全
日
本
仏
婦
大
会

12

@
6
　
世
界
人
権
宣
言
3
5
周
年
中
央
集
会

1
　
1
1
　
埼
玉
県
仏
新
年
会
出
席

　
　
2
3
　
2
4
　
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
　
2
7
　
全
日
仏
婦
修
正
会

2
　
2
7
　
組
織
専
門
委
貝
会

．
＠
同
和
委
貝
会
（
七
回
）
開
催

　
国
際
文
化
冊
－
国
際
部

4
・
1
0
　
マ
レ
ー
シ
ア
仏
青
会
長
歓
迎
会
出
席

5
・
1
9
～
2
1
　
韓
国
花
ま
つ
り
参
加

7
・
7
～
8
　
W
F
B
執
行
委
員
会
出
席

7
・
器
　
国
際
専
門
委
員
会

9
・
1
0
　
プ
リ
ン
タ
リ
ー
先
生
を
偲
ぶ
会
出
席

10

E
3
～
6
　
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会

　
　
2
6
　
韓
国
仏
教
代
表
団
を
大
会
へ
招
請

　
　
2
8
　
韓
国
仏
教
代
表
団
歓
迎
会

12

@
3
～
9
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
訪
問
ツ
ア
ー

　
　
5
～
7
　
ス
リ
ラ
ン
カ
副
大
臣
本
山
訪
問

　
　
2
6
　
ネ
パ
ー
ル
国
王
に
謁
見

　
　
2
8
　
ネ
パ
ー
ル
国
王
誕
生
パ
ー
テ
ィ
ー

2
　
1
　
国
際
専
門
委
員
会

2
　
1
1
　
仏
英
研
英
語
弁
論
大
会
出
席

国
際
文
化
局
－
文
化
部

　　32210986　 54
241771212832201027

＠
毎
月
一
回

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員
会

　
　
総
務
部
会
（
四
回
）
開
催

2
・
1
0
　
実
行
委
員
長
ネ
パ
：
ル
に
て
首
相
等

　
　
　
　
と
懇
談

仏
教
文
化
会
議
運
営
委
員
会

世
界
仏
教
音
楽
祭
出
席

仏
教
文
化
会
議
運
営
委
貝
会

正
力
松
太
郎
賞
受
賞
式
出
席

文
化
専
門
委
員
会

仏
教
文
化
会
議
運
営
委
貝
会

第
1
6
回
日
本
仏
教
文
化
会
議

文
化
専
門
委
員
会

第
一
回
全
日
本
仏
教
会
囲
碁
大
会

仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
式
出
席

I
B
E
C
理
事
評
議
員
会
出
席

　
　
全
労
誌
発
行
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昭和58年度　財団法人全日本仏教会歳入歳出決算書

歳入　予算額
歳出　予算額

金80，272，000円　　決算額　金78，071，648円

金80，272，000円　　決算額　金77，147，383円

歳入歳出決算剰余金　金924，265円

歳入の部…

科 目 対 予　　　　　　算
予　算　額 収入済額

款 項 目 収入超過額 収入未済額
1．負　担　金 73，172，000円 69，377，000円 0円 3，795，000円

1．各宗派負担金 64，820，000 63，033，000 0 1，787，000

2．各団体負担金 8，352，000 6，344，000 0 2，008，000

2．寄　附　金 2，200，000 2，000，000 0 200，000

1．寄　附　金 500，000 300，000 0 200，000

2．特別賛助金 1，700，000 1，700，000 0 0

3．未納徴収金 1，000，000 1，246，000 246，000 0

4．基金果実 900，000 914，400 14，400 0

5．雑　収　入 1，000，000 2，405，209 1，405，209 0

6．繰　越　金 2，000，000 2，129，039 129，039 0

歳 入 計 80，272，000 78，071，648 2，200，352

歳出の部

科 目 ○増　△減

款 項 目
予　算　額 支出済額 流　用　額 予算残額

付　　　　記

1．事務総局費 56，280，000円 55，906，897円 0円 373，103円

1．人　件　費 39，580，000 39，106，126 △100，771 373，103

1．職員俸給 15，640，000 15，357，712 282，288

2．諸　　　　給 20，640，000 20，448，414 △100，771 90，815 第2項4目へ流用
3．厚　生　費 2，500，000 2，500，000 0

4．退職積立金 800，000 800，000 0

2．事　務　費 9，300，000 9，400，771 0100，771 α

1．弊館借室費 ・3，100，000 3，100，000 0

2．通　信　費 1，800，000 1，745，405 △　54，595 0 第4目へ流用
3．消　耗　品 350，000 329，108 △　20，892 0 〃

4．光　熱　費 2，400，000 2，635，325 0235，325 0
第1項第2目、第2項2目、3

ﾚ、5目、6臥7目より流用

5．備　品　費 600，000 589，200 △　10，800 0 第4目へ流用
6．印　刷　費 700，000 685，721 △　14，279 0 〃

7．諸　雑　費 350，000 316，012 △　33，988 0 〃

3．旅　　　　費 2，000，000 2，000，000 0

4．関西事務局費 2，000，000 2，000，000 0

5．渉　外　費 3，400，000 3，400，000 0

2．総務局費 6，400，000 6，072，011 327，989

1．会　議　費 2，000，000 1，904，197 95，803

1．理事会費 600，000 600，000 0

2．評議員会費 200，000 197，650 2，350

3．各種委員会費 400，000 315，580 84，420

4．諸会議費 800，000 790，967 9，033

2．共通事項処弁費 2，500，000 2，486，904 13，096

3．時局対策費 1，500，000 1，387，860 112，140

4．調査研究費 400，000 293，050 106，950

3．組織回心 5，700，000 5，033，628 666，372

1．組織強化費 3，700，000 3，063，190 636，810

1．組織強化費 1，200，000 966，440 233，560

・・野攣蓉 2，500，000 2，096，750 403，250

2．同和推進費 2，000，000 1，970，438 29，562

4．国際文化局費 9，600，000 9，081，322 518，678

1．国際運動費 3，800，000 3，783，174 16，826

1．WFB関係費 1，800，000 1，799，957 43

2．国際仏教交流費 700，000 811，111 0111，111 0 第3目より流用
3．渉　外　費 1，300，000 1，172，106 △111，111 16，783 第2目へ流用

2．文化会議費 1，100，000 948，868 151，132

1。文化会議費 800，000 766，968 33，032

2．紀要作成費 300，000 181，900 118，100

3．教化諸費 200，000 200，000 0

4．機関紙発行費 4，500，000 4，149，280 350，720

5．雑　　　　費 292，000 158，550 133，450

6．予　備　費 2，000，000 894，975 1，105，025 内訳
o輔ililii｝

歳 出 計 80，272，000 77，147，383 3，124，617

一4一
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鞭　
剛

㎜剛㎜……糊購榊……騨
　
海
抜
九
百
メ
：
ト
ル
の
山
上
、
お
よ
そ
一

里
四
方
の
平
野
の
中
に
、
百
二
十
三
の
寺
院

を
擁
す
る
高
野
山
に
於
い
て
、
真
言
宗
宗
祖

弘
法
大
師
の
、
御
入
定
千
百
五
十
年
御
遠
忌

大
法
会
が
五
十
日
間
に
わ
た
っ
て
盛
大
に
執

行
さ
れ
た
。

　
そ
の
昔
は
「
四
面
高
嶺
に
し
て
人
主
道
絶

え
た
り
」
と
い
う
深
山
荒
藪
の
地
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
、
・
本
年
四
月
一
日
よ
り
五
月
二
十
日

の
五
十
日
間
に
わ
た
っ
て
、
お
よ
そ
百
万
人

の
檀
信
徒
の
参
詣
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の

大
会
の
中
に
、
画
期
的
と
思
わ
れ
る
法
要
が

執
行
さ
れ
て
い
る
。

一、

ｯ
和
推
進
達
成
祈
願
会

一、

v
?
R
真
言
宗
差
別
戒
名
追
善
法
会

一、

｢
界
平
和
祈
願
法
会
と
平
和
祈
願
ア
ピ

ー
ル
の
発
表

　
高
野
山
真
言
宗
が
、
真
摯
に
と
り
あ
げ
た

自
ら
の
徴
悔
と
告
白
、
そ
し
て
祈
り
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
各
法
会
は
、
人
間
の
尊
厳
と
人

類
の
平
等
を
自
覚
す
る
に
一
連
の
繋
が
り
を

持
っ
て
い
る
。

　
中
で
も
、
平
和
祈
願
ア
ピ
ー
ル
は
、
国
連

及
び
国
連
加
盟
の
百
五
十
八
ケ
国
の
元
首
と

世
界
仏
教
徒
連
盟
加
入
の
三
十
五
ケ
国
七
十

二
団
体
に
送
ら
れ
る
。

　
ア
ピ
ー
ル
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
二
十
世
紀
は
戦
争
と
飢
餓
の
世
紀
で
あ
り
、

人
類
は
、
大
規
模
な
自
然
破
壊
と
核
兵
器
を

前
に
、
そ
の
存
在
基
盤
を
脅
か
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
我
々
は
、
宇
宙
の
全
生
命
は
、
－
雲

母
な
る
仏
の
命
を
等
し
く
宿
し
た
存
在
で
あ

る
と
い
う
仏
の
教
え
に
基
づ
き
、
人
間
に
よ

る
自
然
破
壊
に
深
い
悲
し
み
を
覚
え
ま
す
。

　
故
に
、
今
日
、
全
世
界
の
平
和
を
願
う
法

会
を
行
な
い
、
核
兵
器
の
廃
絶
、
紛
争
の
平

和
的
解
決
、
環
境
の
保
全
を
祈
り
訴
え
る
も

の
で
す
。

　
今
は
祈
る
よ
り
も
行
動
す
べ
き
で
あ
る
と

の
批
判
も
、
又
、
迫
り
来
る
破
滅
を
前
に
祈

り
は
無
力
で
あ
る
と
の
意
見
も
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
我
々
は
祈
る
こ
と
を
や

め
ま
せ
ん
。
人
間
を
超
え
、
人
間
を
見
つ
め
、

人
間
を
た
し
な
め
る
存
在
に
対
す
る
祈
り
の

み
が
、
人
間
の
放
縦
に
歯
止
め
を
か
け
、
人

類
の
自
己
破
滅
を
と
ど
め
る
と
信
ず
る
か
ら

・
で
あ
り
ま
す
。
全
世
界
の
皆
さ
ん
、
各
国
元

首
の
皆
さ
ん
、
社
会
体
制
、
国
家
、
人
種
の

る
。
三
密
に
は
、
有
相
の
三
密
と
無
相
の
三

と
が
あ
る
が
、
有
相
の
三
密
は
祈
り
そ
の
も

の
で
あ
り
、
無
相
の
三
密
は
、
開
口
発
声
悉

是
真
言
、
挙
手
動
足
皆
成
密
印
、
起
心
動
帝

威
成
妙
観
の
世
界
で
あ
る
。
つ
ま
り
祈
り
は
、

同
時
に
行
動
の
具
体
化
で
な
け
れ
ば
そ
の
意

味
は
少
な
い
。
祈
り
と
行
動
、
そ
れ
は
不
二

で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
宗
教
者
に
と
っ
て
、

祈
り
は
不
可
欠
の
条
件
で
あ
ろ
う
。

　
唯
、
伝
統
宗
教
の
祈
り
は
、
あ
ま
り
に
も

祈
り
は
祈
り
で
あ
り
す
ぎ
て
き
た
。
世
人
が

祈
り
は
無
力
と
す
る
の
も
又
至
言
で
あ
る
。

そ
の
結
果
が
伽
藍
仏
教
で
あ
り
葬
式
宗
教
な

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
藪

相
異
を
超
え
て
、
人
間
は
皆
等
し
く
、
至
高

の
永
遠
な
る
仏
の
生
命
を
生
き
て
い
る
こ
と
、

人
間
と
動
植
物
の
差
な
く
、
こ
の
仏
に
よ
っ

て
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
来
る
べ

き
二
十
一
世
紀
を
平
和
の
世
紀
に
、
祈
り
の

世
紀
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
以
上
で
あ
る
。
し
か
し
祈
り
は
行
動
を
否

定
し
な
い
し
、
む
し
ろ
行
動
そ
の
も
の
と
解

す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
、
決
し
て
無
力
で
も

な
い
、
そ
れ
は
無
限
の
可
能
性
を
保
持
し
て

い
る
。

　
祈
り
、
そ
れ
は
身
口
意
の
浄
業
で
あ
る
。

真
言
宗
で
は
、
三
密
の
修
行
そ
の
も
の
で
あ

光
　　
@
龍
（
全
仏
同
和
委
員
高
野
山
真
書
宗
）
…

　
長
い
歴
史
の
過
程
で
、
聖
職
者
意
識
が
構

成
さ
れ
る
中
に
、
営
利
と
怠
惰
と
加
え
て
差

別
の
み
が
助
長
さ
れ
て
行
っ
た
。
仏
教
で
い

う
因
果
論
の
誤
謬
も
、
時
代
迎
合
と
宗
教
者

の
権
威
主
義
が
、
下
へ
の
裁
き
の
恰
好
の
材

料
と
な
り
、
そ
れ
が
「
貴
」
に
対
し
て
環
境

や
生
ま
れ
の
「
賎
」
を
作
っ
て
行
く
。
真
言

の
教
え
も
、
そ
の
基
盤
は
釈
尊
の
教
え
で
あ

る
。
「
生
ま
れ
に
よ
る
の
で
は
な
く
人
間
の
行

為
」
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
因
果
応
報
の
誤

謬
は
、
善
良
な
る
人
々
を
容
赦
な
く
前
世
の

報
い
で
あ
る
と
差
別
し
て
き
て
し
ま
っ
た
。

　
業
と
は
「
行
為
」
そ
の
も
の
で
あ
る
が
・
、

今
や
世
人
は
宿
業
や
業
報
、
業
果
の
意
味
に
　
　
瞼

重
き
を
お
い
て
い
有
高
野
山
真
言
宗
で
は
…

赤
本
と
称
す
る
仏
前
勤
行
次
第
が
あ
っ
た
が
、
　
㎝

差
別
教
典
と
し
て
回
収
さ
れ
、
十
三
万
余
部
　
　
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

が
焼
却
さ
れ
て
い
る
。
業
観
の
誤
解
が
こ
の

赤
本
の
中
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
㎜

　
「
過
去
に
作
り
し
報
い
に
て
、
盲
聾
暗
唖
　
　
…

の
輩
に
生
れ
て
法
門
き
く
こ
と
も
唱
つ
る
㎜

こ
と
も
な
ら
ぬ
身
は
…
…
」
等
で
あ
る
。
「
過
　
　
…

去
に
お
い
て
、
罪
を
犯
し
て
い
る
為
に
、
そ
　
　
恥

の
報
い
と
し
て
現
在
不
自
由
な
身
の
上
に
生

唾
蔭
蓼
が
繁
粕
舗
密
　

者
は
、
悪
業
の
報
い
で
転
生
せ
し
め
ら
れ
た
聯

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
差
別
の
論
　
　
剛

二
選
儀
悪
人
正
機
の
蓼
持
ち
．
　

続
け
ら
れ
た
。
「
石
、
瓦
、
礫
の
如
く
な
る
我
　
　
剛

等
な
り
」
と
・
そ
し
て
日
連
上
人
は
・
籠
㎜

羅
が
子
な
り
し
と
・
共
同
の
立
場
に
・
苦
し
蜘

繰
嚢
搬
轟
継
　

は
皆
こ
れ
我
が
二
親
師
君
な
り
」
と
肉
身
の
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

思
い
に
生
き
ら
れ
「
一
切
衆
生
の
身
中
に
み
　
　
㎜

な
仏
性
あ
り
、
如
来
蔵
を
臥
せ
り
」
と
、
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

宗
祖
師
号
は
、
人
間
の
尊
厳
と
平
等
の
真
実
　
　
醐

を
証
し
て
行
か
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
㎜

　
差
別
の
徹
廃
も
平
和
へ
の
祈
り
も
、
祖
師
　
　
蹴

へ
の
回
帰
あ
み
の
み
だ
が
、
業
論
の
反
省
な
く
　
　
梱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

し
て
は
、
一
歩
た
り
と
も
先
へ
は
進
め
な
い
　
　
㎝

の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
執
念
深
く
己

れ
の
欺
隔
性
を
差
別
の
論
理
を
扶
り
糺
し
て
　
　
㎜

ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

一5一
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回答・全仏顧問弁獲士

正浩長谷川
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〔
質
問
〕
拙
寺
の
回
り
は
、
最
近
宅
地
化
が

進
み
、
休
日
等
の
境
内
は
、
近
所
の
子
供
た

ち
の
遊
び
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
心

配
な
の
は
、
子
供
た
ち
が
塀
や
植
木
か
ら
落

ち
た
り
、
参
拝
の
方
々
の
車
に
ひ
か
れ
て
怪

我
を
し
た
場
合
の
こ
と
で
す
。
昼
か
ら
門
を

閉
じ
る
こ
と
も
、
一
B
中
見
廻
っ
て
い
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
境
内
地
に
対
す
る
住
職

の
管
理
責
任
に
つ
い
て
、
お
教
え
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
（
群
馬
T
寺
住
職
）

〔
回
答
〕
子
ど
も
が
、
石
垣
に
よ
じ
昇
っ
て
、

転
落
し
た
り
、
墓
石
を
引
つ
く
り
か
え
し
て

そ
の
下
敷
に
な
っ
た
り
、
お
寺
の
古
井
戸
に

落
ち
た
り
し
て
、
死
亡
し
た
と
か
、
負
傷
し

た
り
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
う
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
誰
も
不
法
な
行
為
を
し

た
わ
け
で
も
な
く
、
む
し
ろ
被
害
者
で
あ
る

子
ど
も
が
十
分
注
意
を
し
て
お
れ
ば
防
げ
た

と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
お
寺
の
管

理
者
等
が
事
故
防
止
の
適
切
な
措
置
を
し
て

い
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
事
故
は
お
さ
な
か
っ

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
民
法
七
一
七
条
一
項
は
、
こ
の
よ
う
な
場

合
に
も
損
害
賠
償
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
規
定
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
土
地
の

工
作
物
の
設
置
ま
た
は
保
存
に
毅
疵
が
あ
っ

て
、
そ
の
た
め
に
損
害
が
生
じ
た
と
き
は
、

第
一
に
そ
の
工
作
物
の
占
有
者
が
賠
償
責
任

　
そ
し
て
、
損
害
の
賠
償
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
者
は
、
第
一
に
占
有
者
で
す
か
ら
、

墓
石
や
石
垣
、
古
井
戸
等
に
つ
い
て
は
、
お

寺
が
第
一
に
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
墓
石
に
つ
い
て
は
お
寺
が
相
当
の

注
意
を
払
っ
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に

は
じ
め
て
そ
の
所
有
者
で
あ
る
お
施
主
さ
ん

が
責
任
を
負
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
工

作
物
の
設
置
ま
た
は
管
理
に
蝦
疵
が
あ
れ
ば
、

所
有
者
に
具
体
的
な
過
失
が
な
く
と
も
責
任

は
負
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

た
と
え
、
被
害
者
で
あ
る
子
ど
も
や
、
そ
の

親
御
さ
ん
の
不
注
意
か
ら
お
き
た
事
故
で
あ

境
内
地
の
管
理
責
任
…

を
負
い
、
第
二
に
占
有
者
が
相
当
の
注
意
を

し
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
、
所
有

者
が
責
任
を
負
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
土
地
の
工
作
物
と
は
、
建
物
、
道
路
、
橋

な
ど
、
土
地
に
接
着
し
た
も
の
で
、
人
が
つ

く
っ
た
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
然

墓
石
や
、
石
垣
や
、
古
井
戸
、
灯
籠
と
い
っ

た
も
の
も
こ
れ
に
該
当
す
る
で
し
ょ
う
。

　
設
置
、
保
存
に
報
疵
が
な
か
っ
た
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
例
え
ば
古
井
戸
に

つ
い
て
い
え
ば
、
危
険
防
止
の
た
め
ブ
タ
を

す
る
な
ど
し
た
り
、
墓
石
が
ぐ
ら
っ
か
な
い

よ
う
に
し
て
、
危
険
の
防
止
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

っ
て
も
、
そ
れ
は
過
失
相
殺
の
対
象
と
な
る

だ
け
で
す
。

　
例
え
ば
、
被
害
者
の
子
ど
も
や
親
御
さ
ん

の
不
注
意
が
半
分
あ
る
と
す
れ
ば
、
損
害
賠

償
額
が
半
分
に
な
る
だ
け
で
、
残
り
の
半
分

は
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け

で
す
。
こ
う
な
る
と
、
い
き
お
い
、
境
内
地

は
子
．
ど
も
た
ち
に
開
放
し
た
く
な
く
な
る
と

い
う
気
持
も
わ
か
り
ま
す
が
、
そ
う
す
る
と
、

お
寺
の
公
共
性
の
点
か
ら
ま
た
、
批
判
さ
れ

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
私
が
と
り
扱
っ
た
事
件
で
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
あ
る
お
寺
で
寺
内
整
備
の
た
め
に
裏
木
戸

を
鉄
棚
に
か
え
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
業
者
の
ミ
ス
に
よ
り
、

レ
ー
ル
が
簡
単
に
は
ず
れ
て
鉄
脚
が
倒
れ
る

構
造
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
こ
と
は
、
お
寺
の
関
係
者
は
知
ら

な
い
こ
と
で
し
た
。
出
来
上
が
っ
て
ち
ょ
う

ど
二
日
目
、
近
所
の
子
ど
も
が
、
こ
の
鉄
棚

を
動
か
し
て
遊
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
レ
ー
ル

が
は
ず
れ
て
、
鉄
欄
が
倒
れ
、
そ
の
下
敷
に

な
っ
て
子
ど
も
が
死
亡
し
た
の
で
す
。
子
ど

も
を
失
っ
た
方
も
悲
劇
で
す
が
、
お
寺
の
方

も
、
何
千
万
円
か
の
請
求
を
さ
れ
て
困
り
は

て
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
の
た
め
に
損
害
を
補
損

す
る
保
険
に
加
入
し
て
お
く
ど
、
万
一
の
場

合
、
問
題
の
解
決
が
ら
く
に
な
る
と
思
い
ま

す
。　
な
お
、
境
内
地
で
起
き
た
交
通
事
故
の
こ

と
を
御
心
配
の
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
、
そ

の
運
転
手
と
、
車
の
保
有
者
と
が
責
任
を
負

い
、
単
に
境
内
地
の
管
理
者
と
か
そ
の
所
有

者
と
か
い
う
だ
け
で
責
任
を
負
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
管
理
の
手
落
ち
と
、

交
通
事
故
と
の
間
に
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ

る
よ
う
な
場
合
に
は
、
責
任
を
負
わ
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

”
　
な
お
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
毎
月
”

”
第
二
・
第
四
木
曜
日
午
後
一
時
か
ら
四
　
”

”
時
ま
で
、
長
谷
川
先
生
に
よ
る
「
法
律
…

…
無
料
相
談
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
　
”

”
　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
”
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韓
国
で
は
、
毎
年
五

月
上
旬
に
ラ
ン
タ
ン
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
花
ま

つ
り
）
が
盛
大
に
実
施

さ
れ
る
。
　
一
昨
年
か
ら

は
、
全
仏
に
対
し
て
韓

国
仏
教
宗
団
協
議
会
の

招
請
状
が
届
き
、
代
表

が
訪
韓
し
て
い
た
。

　
今
年
は
、
五
月
七
日

に
那
須
組
織
局
長
と
野

生
司
文
化
主
事
が
ソ
ウ

ル
を
訪
れ
、
同
日
夕
方

か
ら
市
内
パ
コ
ダ
公
園

で
開
催
さ
れ
た
前
夜
祭

に
参
加
、
翌
八
日
朝
、

曹
漢
宗
総
本
山
曹
漢
寺

盛
大
な
提
灯
行
列
、
中
央
は
那
須
局
長

を
表
敬
訪
問
、
同
寺
の
花
ま
つ
り
法
要
に
来
賓

と
し
て
出
席
。
さ
ら
に
夕
方
に
は
、
数
十
万
人

の
市
民
と
共
に
五
一
六
広
場
で
行
わ
れ
た
記
念

式
典
に
出
席
、
こ
こ
で
那
須
局
長
か
ら
藤
井
全

仏
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
市
内
の
提
灯
行
列
に
加
わ
り
、
共

に
釈
尊
の
生
誕
を
お
祝
い
し
た
。
な
お
、
全
仏

か
ら
は
、
今
年
十
月
二
十
五
日
の
全
仏
大
会
へ
、

韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
の
代
表
を
派
遣
す
る
よ

う
招
請
が
行
わ
れ
た
。

ル
ン
ビ
ニ
ー
経
理
部
会

　
五
月
十
四
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会

議
室
で
ル
ン
ビ
ニ
ー
経
理
部
会
が
開
か
れ
た
。

　
最
初
に
、
次
の
よ
う
な
本
年
三
月
末
日
現
在

の
ル
ン
ビ
ニ
三
園
復
興
日
本
仏
教
徒
算
勘
会
予

算
執
行
状
況
が
事
務
局
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

　
歳
入
計
　
二
九
二
五
四
四
八
一
円

　
歳
出
計
　
一
三
三
二
六
三
七
〇
円

　
差
引
一
五
九
二
八
一
一
一
円

　
つ
づ
い
て
、
入
金
の
現
況
を
ふ
ま
え
、
今
後

の
予
算
執
行
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
、

が
検
討
さ
れ
た
。

総
務
部
会
も
ひ
ら
く

　
第
十
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会
は
、
五
月
十
五
日

午
後
一
時
か
ら
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
加
藤
実
行
委
員
会
挨
拶
の
後
、
こ
の
日
の
議

題
だ
っ
た
、
考
古
学
調
査
発
掘
お
よ
び
堂
等
の

建
立
に
関
す
る
事
務
総
局
案
の
検
討
へ
入
っ
た
。

　
田
代
国
際
部
長
が
、
聖
な
る
園
を
発
掘
す
る

と
塩
害
が
予
想
さ
れ
る
の
で
調
査
は
慎
重
に
行

っ
た
方
が
よ
い
と
い
う
中
村
立
正
大
学
長
（
考

古
学
）
の
意
見
を
報
告
、
検
討
し
た
結
果
、
塩

害
の
実
情
に
つ
い
て
調
査
す
る
方
法
を
事
務
局

で
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
次
に
僧
院
地
区
に
お
け
る
堂
等
の
建
立
に
つ

い
て
は
、
そ
の
予
算
、
目
的
、
維
持
管
理
に
つ

い
て
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
塩
害
が
建
物
に

ど
め
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
点
も
考

慮
し
て
、
事
務
局
で
よ
り
詳
細
な
具
体
案
を
検

討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

徳
島
大
会
に
実
行
委

　
　
　
　
　
徳
島
県
仏
で
準
備
に
万
全

　
第
三
十
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
、
明
年

秋
に
徳
島
県
に
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、

徳
島
県
仏
教
会
で
は
、
大
会
の
諸
準
備
を
進
め

る
た
め
、
大
会
実
行
委
員
会
を
組
織
、
そ
の
結

成
大
会
が
五
月
十
一
日
午
後
一
時
か
ら
徳
島
市

眉
山
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
結
成
大
会
に
は
約
六
十
人
の
実
行
委
員
が
出

席
、
大
橋
徳
島
県
仏
会
長
、
野
田
十
三
総
務
局

長
の
挨
拶
、
金
田
大
会
実
行
委
員
長
の
経
過
報

告
に
続
き
、
実
行
委
道
会
規
約
、
大
会
の
日
程
、

会
場
、
予
算
等
に
つ
き
協
議
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
大
会
は
一
日
制
で
、
十
月
下
旬
、
徳
島
市

文
化
会
館
を
会
場
に
開
催
す
る
予
定
で
諸
準
備

を
進
め
る
こ
と
、
ま
た
大
会
に
先
立
ち
、
名
僧

墨
跡
展
を
催
す
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

委
員
長
に
花
木
義
光
師

　
　
　
　
　
　
組
織
専
門
委
員
会

　
去
る
五
月
十
日
午
前
十
一
時
か
ら
明
照
会
館

会
議
室
に
お
い
て
任
期
満
了
に
よ
る
委
貝
改
選

後
は
じ
め
て
の
組
織
専
門
思
料
会
が
開
催
さ
れ
、

委
員
長
、
副
委
員
長
の
選
出
、
昭
和
五
十
九
年

度
事
業
計
画
に
つ
き
審
議
が
な
さ
れ
た
。

①
委
貝
長
、
副
委
副
長
選
出
に
つ
い
て

　
満
場
一
致
で
委
員
長
に
花
木
義
光
師
、
副
委

員
長
に
西
島
義
彦
師
、
白
川
謙
敬
師
を
選
出
。

②
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
ω
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
＠
未
加
盟
県
仏
の
加
盟
促

　
進
の
第
三
十
一
回
全
隊
大
会

　
等
の
審
議
が
さ
れ
た
。

－
…
仏
教
音
楽
…
…
…
…
…
…
・
－

　　

@
作
品
之
詩
　
…

　
　
　
　
　
　
　
一
般
か
ら
募
る
…
㌦

’
仏
教
伝
道
協
会
の
音
楽
普
及
委
員
会
で
は
、

仏
教
音
楽
の
作
品
及
び
仏
教
讃
歌
の
詩
を
広
く

一
般
か
ら
募
集
し
て
い
る
。

　
ま
ず
音
楽
の
作
品
は
、
仏
教
的
精
神
を
生
か

し
た
も
の
で
形
式
は
自
由
、
演
奏
時
間
三
〇
分

以
内
の
も
の
。
明
年
八
月
末
日
が
締
切
り
、
黛

敏
郎
、
松
村
禎
三
、
徳
丸
吉
彦
の
各
氏
ら
が
審

査
に
あ
た
り
、
一
位
一
百
万
円
、
二
位
一
五
〇
万

円
、
三
位
－
三
〇
万
円
の
賞
金
が
授
与
さ
れ
る
。

　
ま
た
讃
歌
の
方
は
、
仏
教
的
精
神
に
も
と
づ

い
た
詩
で
あ
る
こ
と
、
形
式
は
自
由
、
締
切
0
、

は
本
年
九
月
末
日
。
大
岡
信
、
谷
川
俊
太
郎
、

真
継
伸
彦
の
各
氏
ら
が
審
査
員
と
な
り
、
、
一
位

一
二
〇
万
円
、
二
位
－
一
〇
万
円
、
三
位
－
五

万
円
の
賞
金
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
る
。

　
音
楽
、
詩
と
も
誰
で
も
応
募
で
き
る
が
、
未

発
表
作
品
に
限
る
。

　
な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
仏
教
伝
道
協
会
音
楽

普
及
委
員
会
（
東
京
都
港
区
芝
四
－
三
－
一
四
、

〇
三
一
四
五
五
一
五
八
五
一
）
ま
で
。
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W
F
B
大
会
へ
一
一
つ
の
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
夏
、
仏
蹟
参
拝
も
　
ぜ
ひ
ご
参
加
を

　
第
十
四
回
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
会
議
）
大

会
は
、
来
た
る
八
月
二
日
か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
の

首
都
コ
ロ
ン
ボ
で
開
催
さ
れ
る
が
、
東
京
ブ
デ

ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ
の
大
会
に
出
席
す
る

ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

　
「
W
F
B
世
界
大
会
参
加
と
ス
リ
ラ
ン
カ
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
旅
」
と
い
う
こ
の
ツ
ア
ー
は
、

八
丹
一
日
に
成
田
空
港
を
出
発
、
コ
ロ
ン
ボ
に

入
り
、
大
会
出
席
後
は
ア
ヌ
ラ
ダ
プ
ー
ラ
、
ポ

ロ
ン
ナ
ル
ワ
、
シ
ギ
リ
や
等
を
観
光
、
キ
ャ
ン

デ
ィ
で
ペ
ラ
ヘ
ラ
祭
を
見
学
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
向
か
う
。
こ
こ
で
二
泊
し
て
帰
国
は
八
日

と
な
る
。
参
加
費
三
十
一
万
四
千
円
、
募
集
人

貝
二
十
人
、
旅
行
主
催
は
日
本
町
通
公
社
団
体

旅
行
東
京
中
央
支
店
。

　
一
方
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
で
も
、
「
W
F
B
・

W
F
B
Y
コ
ロ
ン
ボ
大
会
参
加
と
ス
リ
ラ
ン
カ

仏
蹟
参
拝
の
旅
」
を
企
画
し
、
参
加
者
を
募
集

し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
大
阪
、
成
田
の
ど
ち
ら

か
ら
で
も
出
発
で
き
、
七
月
三
〇
日
か
ら
八
月

六
日
ま
で
の
八
日
間
。
コ
ロ
ン
ボ
市
内
観
光
の

後
、
W
F
B
、
W
F
B
Y
（
世
界
仏
教
青
年
連

盟
）
大
会
へ
出
席
し
、
ア
ヌ
ラ
タ
プ
ー
ラ
、
シ

ギ
リ
ア
等
の
仏
蹟
に
参
拝
し
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
で

ペ
ラ
ヘ
ラ
祭
り
を
見
学
し
て
帰
国
す
る
。
参
加

費
二
十
九
万
二
千
円
、
募
集
人
員
三
十
人
、
大

阪
に
本
杜
の
あ
る
エ
ー
ビ
：
シ
ー
ト
ラ
ベ
ル
が

取
扱
旅
行
社
。

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
こ
の
大
会
へ
、
一
人

で
も
多
く
の
方
が
ご
出
席
さ
れ
る
よ
う
、

の
ツ
ア
ー
を
後
援
し
て
い
る
。

二
つ

　
日
野
　
照
山
師
（
元
全
熟
事
務
総
長
）

　
四
月
二
十
一
日
、
六
十
九
歳
で
遷
化
。
真
宗

大
谷
派
東
京
教
区
教
区
会
副
議
長
、
二
仏
組
織

局
長
等
を
歴
任
し
た
。

＝ス
O
岡
三
局
蓉
録
謝
量
『
雰
　
　

　
　
二
日
　
局
内
会
議

　
　
七
～
十
日
　
韓
国
花
ま
つ
り
参
列

　
　
＋
日
　
法
律
相
談
室

　
十
一
日
　
同
和
委
貝
会

　
　
　
　
徳
島
県
仏
欝
欝
大
会
準
備
委
貝
回

　
　
　
　
高
野
山
差
別
戒
名
追
善
法
要
参
列

十
四
日

＋
五
日

十
六
日

　
＋
七
日

二
＋
一
日

二
＋
三
日

二
十
四
日

二
＋
六
日

　
三
十
日

ル
ン
ビ
ニ
ー
経
理
部
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会

局
内
会
議

監
査
会

日
宗
連
理
事
会
出
席

総
理
と
語
る
会
出
席

豊
山
派
千
百
五
十
年
遠
忌
法
要

W
C
R
P
理
事
会
出
席

成
田
山
千
百
五
十
年
遠
忌
法
要

法
律
相
談
室

ス
リ
ラ
ン
カ
セ
ン
タ
ー
披
露
出
麿

理
事
会

帰る法華倶楽部。　　　　　　へ
　　　　と　　結う

創業して60年。その間、法華経の精神を企業理念と

して歩いてきた法華倶楽部。その、ゆかりの地、ラージギ

ルに念願のホテルをオープンしますも仏蹟巡拝の拠点

としてご利用ください。

須
撚
、
諺

蔦

届

■
■

一
一

華経φ
嚇藤滋雨薩雛・．趣鍾
　　　　　　　㌧舜　差鼻鵜ノ、裁撚
　　　　　　　　　　　乱野響

■
■

．
触
も
聯

1

●

ラージギル店

大学跡こ

●ホテルから近い血忌

霊鷲山。竹林精舎（ラージギル）

成道の地ブッダガヤ、ナーランダ

●ご予約、お間合せ、資料ご希望の方は下記へ、法華旅行03（834）2576〒110台東区上野6－9－19

一8一

昭
和
五
十
九
年
六
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
、

発
行
人
　
矢
　
萩
　
信
顕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
所
　
財
団
法
人
　
　
全

日
　
本
　
仏
　
教
　
会

、
　
’
同
　
．

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四

荘

暫」
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